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近畿大学教育方針について

本学は、未来志向の「実学教育と人格の陶冶」を建学の精神とし、「人に愛される人、信頼される人、

尊敬される人の育成」を教育理念として掲げてきました。この「建学の精神」と「教育理念」は、

知識基盤社会へ転換しようとする21世紀の日本において、いっそう必要とされる理念であると自負

します。

本学が、総合大学として各学部の特色を生かしながら、共に手を携えて目指そうとしているのは、

「実学教育」と「人格の陶冶」の融合です。真の「実学」とは、必ずしも直接的な有用性を志向す

るだけではなく、その事柄の意味を学び取ることを含みます。現実に立脚しつつも、歴史的展望を

もち、地に足をつけて、しなやかな批判精神やチャレンジ精神を発揮できる、創造性豊かな人格の

陶冶を志向するものです。「自主独往の気概に満ち」、生涯にわたって自己の向上に励み、社会を支

える高い志をもつことが「人に愛され、信頼され、尊敬される」ことにつながります。このような

学生を社会に送り出すことが、これからの時代に、本学が目指す社会的使命であります。

近畿大学の入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）は、上述の教育方針に基づいており、

本学の「建学の精神」と「教育理念」に共感する入学者を国内外から広く受入れます。

1．本学が求める基礎学力と倫理観を備える人。

2．謙虚に学ぶ姿勢を有するとともに、自ら課題を発見し解決していく意欲にあふれる人。

3．「人に愛され、信頼され、尊敬される」前に、まず人を愛し、信頼し、尊敬することのできる人。

4．社会のニーズに対応できる実学や教養及び国際性を身につけたい人。

5．自分の得意分野を伸ばし、社会に貢献したいと考える人。

を学生として受入れることを目指し、多様な選抜制度を用意しています。

学部のアドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）

　【文芸学部】

文芸学部は、近畿大学の「建学の精神」、「教育理念」に則り、それにふさわしい人材を育成する

ため、以下のような意欲と能力を持つ人を入学者として受入れます。選抜の方法は、学科専攻のア

ドミッション・ポリシーに則り、筆記試験と実技試験、口頭試問等によって、文芸学部で学ぶ意欲

と能力を判定します。文芸学部では、文学、歴史、文化、思想、芸術、コミュニケーションの知識

や技能を身につけ、社会に対し創造的な貢献のできる人を育成します。

1．文学、歴史、文化、思想、芸術、コミュニケーション等、人間の人文学的・精神科学的領域

の探求に意欲を持つばかりでなく、広く自然科学の領域にも関心を持つ人。

2．知識や技能を修得する能力だけではなく、新しい創造と発見に向けて自らを琢磨する意欲を

持つ人。

3．社会の中の一員としての責任を自覚し、公共的コミュニケーションを保ちつつ社会に寄与す

る人格の形成を目標とする人。

また、文芸学部に入学するまでに、以下のような科目を履修し、それぞれについて教科書に基づ

く知識を修得していることが望まれます。

国　　　語：日本語の読解力・表現力・論理的思考力、古文の基礎的能力

地歴・公民：日本史、世界史、地理、政・経の基礎的知識

数　　　学：数学Ⅰの基礎的能力

芸　　　術：音楽・美術・工芸・書道のいずれかを修得

外　国　語：英語のコミュニケーション・読解・表現についての基礎的能力

情　　　報：パソコン基本ソフトの活用力
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１. 募集学科・専攻・コース・人数

学　科 専　攻 コース 募集人数

文 日本文学 創作・評論

20名以内

芸術

　　舞台芸術

　　造形芸術

　 文化・歴史

　 文化デザイン

＊上記以外の学科・専攻・コースは募集していません。

２. 出願資格

次の(1)から(3)のいずれかに該当する者。

(1)高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者および令和5年3月卒業見込みの者。

(2)通常の課程による12年の学校教育を修了した者および令和5年3月修了見込みの者。

(3)その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認められる者、および令和5年

3月31日までにこれに該当する見込みの者。

※(3)に該当する者、又はその他資格確認が必要な場合は、令和4年7月29日(金)までに文芸学部

学生センターへご連絡ください。

３. 出願条件

文芸学部を構成する学科・専攻・コースが自らの将来に益すると考え、明確な目標をもって努力

し、真摯に学ぶことを強く志望する者で、以下の出願条件を満たすことが必要です。

※専願ではありません

　文学科

　 〔日本文学専攻〕

　　　◆創作・評論コース

　　　　創作・評論・編集について真剣に学ぼうとする人を求めます。

　　　次の条件に該当し、その実績を証する資料や作品を提出できること。

　　　・文章表現に関わる分野（小説・詩・論文・新聞制作等）で優秀な実績を有する人
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　芸術学科

　 〔舞台芸術専攻〕

演劇・ダンスなどの活動やそれら関連領域において極めて優れた成績を収め、入学後も専門分

野において真剣に取り組む人を求めます。

次の(1)または(2)の条件に該当し、その実績を証する資料や作品を提出できること。

(1)活動を証明できる活動記録やＤＶＤを有する人

(2)活動や関連領域において優秀な実績を有する人

　 〔造形芸術専攻〕

モノづくりの中でも、とりわけ芸術の世界では独創性が必要不可欠です。誰も見たことのない

もの、誰も足を踏み入れたことのない世界を切り開いていくのが芸術です。一般の入試では十分

に発揮することができないユニークな能力や素質を持ち、明確な目標に向かって邁進する人、美

術、工芸、デザインの芸術活動を通して優れた成績を収めた人を求めます。

下記の資料を提出できること。

　◇提出物

　　ポートフォリオ（作品ファイル一冊のみ）

　　形式：Ａ４判

　　内容：・デッサン

　　　　　・作品（題名、制作年、大きさ、素材、作品のコンセプトをつけること）

　　　　　・その他、自己アピールできるもの

ポートフォリオのデータ提出不可。作品の写真や印刷したものをポートフォリオにまとめ

ること。また、破損の恐れがあるため表紙・裏表紙への立体的な装飾は控えること。ただし、

紙・布・マスキングテープなどのコラージュ（平面的装飾）によるデザインは可とします。

　文化・歴史学科

伝統文化や地域文化を再発見して活用することを目指す「文化資源学」や、日本や世界の文化・

歴史の何らかの分野について高い研究意欲を有し、かつ応募時までの活動や調査・研究の実績を客

観的に証明する資料を提出できる人を求めます。

次の条件のうち１つ以上に該当し、その実績を証する資料や報告書等を提出できること。

(1)当該分野の基礎知識と、取り組みのユニークさや専門性の高さを証明できる研究報告や活動

記録

(2)顕著な活動に対する何らかの機関や団体からの表彰や文書等による認定

(3)独自の取り組みについての新聞・テレビ等による報道

　文化デザイン学科

文化・芸術は作り手だけでは成り立ちません。それらを社会につなげる事が大切です。この学科

では、個人的なアート作品を作るのではなく、感性や創造力を活かしながら新しい社会を構想し、

創造し、デザイン、プロデュースすることに強い関心と意欲を持つ人を求めます。

芸術やデザインなどの専門的な経験、成績だけに関わらず、幅広いジャンルでリーダーシップや

企画力を発揮してきた実績がある人を求めます。
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次の条件のうち１つ以上に該当し、その実績を証する資料や作品を提出できること。

(1)ポートフォリオ（デザイン分野の作品など）

(2)ボランティア活動、学園祭運営、地域コミュニケーションなどを通じて、ユニークな取り組

みをした実績を証する報告や活動記録

(3)顕著な活動に対する何らかの機関や団体からの表彰、新聞・テレビ等による報道

これらの作品や活動には、題名や制作年、簡単な説明等をつけ、見やすくまとめること。

上記(1)〜(3)は全てデータ化し、Ａ４判15〜20頁のＰＤＦファイルにまとめ、記録媒体（ＣＤ、

ＤＶＤまたはＵＳＢメモリ）に保存し提出すること。

４. 出願期間

出願受付期間 令和 4年 9月 7日(水)～ 9月13日(火)締切日必着（郵送のみ）

第１次審査(書類審査)合格発表 令和 4年10月12日(水)

第２次審査検定料納入期限 令和 4年10月12日(水)～10月21日(金)

第２次審査 令和 4年10月29日(土)

第２次審査合格発表 令和 4年11月12日(土)

５. 出願書類

(1)出願確認票：インターネットによる出願完了後、印刷して写真を貼付してください。（P.11参照）

(2)調　査　書：出身高等学校の調査書（厳封したもの）

※高等学校卒業見込みの者は、第３学年１学期まで、卒業した者は第３学年修了時までのも

のとします。２学期制の高等学校においては第３学年前期までのもの、それが不可能な場

合は前期中間までのもの、または第２学年までのものとします。

※学習成績の状況に関しましては、新型コロナウィルス感染症対策で３学年１学期の中期・

期末テストが実施できなかった場合、実施された範囲の実績で調査書に記載してください。

(3)自己紹介書：本学所定様式１（P.12〜13）

(4)志望理由書：本学所定様式２（P.14〜20）

(5)資　　　料：各学科・専攻・コースで定める資料

※(3)(4)の様式はP.12〜20を切り取って使用してください。

６. 出願書類記入上の注意

(1)出願確認票

※写真が貼付されているか確認してください。

(2)自己紹介書

①学歴、実績記録欄は年次順に記入してください。

②用紙が不足する場合は、Ａ４サイズの用紙に追加記入してください。

(3)志望理由書

本学部・学科・専攻・コースを志望した理由、入学後何をしたいか、将来の目標などを1200

字以内で書いてください。

(4)資料

①別便で郵送される場合は、出願封筒の書類確認欄（備考）に郵送日を必ず記入してください。
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②資料（資格取得証明、新聞・雑誌記事、競技成績を証明する資料、賞状、作品、写真、研

究報告、活動記録等）はＡ４サイズにコピーし、自己紹介書(実績記録欄)の資料番号と同

じ番号を資料に記入してください。提出資料の全てに、氏名、志望する学科・専攻・コー

ス名を必ず記入してください。（文化デザイン学科に出願される場合、資料はデータで提出

してください。）

③資料上部に掲載新聞・雑誌名、掲載年月日を記入し、資料番号順に台紙（各自作成）に糊

付けしてください。

※出願書類の文字や数字はわかりやすく、黒インク又は黒ボールペンで丁寧に記入してくだ

さい。(フリクションペン等の消せるインクは不可。)書き損じた場合は修正テープ、また

は白紙を貼り付けて、正しく記入してください。

７. 個人情報の保護

インターネット出願時に入力いただいた住所、氏名その他個人情報は、下記の項目を行うために

利用いたします。

(1)受験票、試験結果通知書、合格通知書等の発送

(2)入学手続

(3)合格者への下宿案内等、学生生活を始めるために必要な情報の提供

(4)個人を特定しない各種統計資料作成

(5)高等学校等への合否通知

上記(1)～(5)の作業は、本学から当該業務の委託を受けた業者(以下、「委託業者」といいます)に

おいて行います。

業務委託にあたり、入力いただいた個人情報の全部または一部を委託業者に提供することがあり

ますが、上記(1)～(5)にのみ利用し、委託業務を超えた利用はありません。あらかじめご了承くだ

さい。

８. 出願書類の郵送方法

(1)出願書類は、指定の出願封筒で必ず簡易書留速達で郵送してください。(締切日必着)

(2)提出先

　 〒577-8502 東大阪市小若江３-４-１

　　 近畿大学文芸学部学生センター

　　 TEL(06)4307-3061

９.  検定料納入方法（詳細については P.10を参照）

(1)第１次審査 7,000円（インターネット出願による入学検定料）

(2)第２次審査 25,000円

第１次審査合格者に手続方法の詳細を送付しますので、その内容に従って振込手続をしてく

ださい。

※入学検定料の他に払込手数料が必要です。

※一度納入された入学検定料は返還いたしません。
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10. 出願上の注意事項

(1)提出された書類は一切返還いたしません。また、一度提出された書類等の記入事項の変更は

認めませんので、慎重に記入し、必ず控えをとっておいてください。

(2)書類に虚偽の事項を記載したもの、不備のあるものは受理できません。

(3)出願受付期間(締切日必着)を過ぎて提出されたものは受理できません。

11．

(1)第１次審査

出願書類をもとに、各学科・専攻・コースで定める基準にしたがって今までの活躍や実績等

を十分に時間をかけて総合的に評価し選考します。

(2)第１次審査合格発表

第１次審査受験者全員に対して、合格発表日に速達郵便にて本人宛に試験結果通知書を発送

します。(学内掲示発表、ホームページでの発表はいたしません。)

(3)第２次審査

①第１次審査合格者を対象に学科・専攻ごとに以下の内容で実施します。

学　科 専　攻 コース
第2次審査

10:30～11:30 12:30～

文 日本文学 創作・評論 小論文 口頭試問

芸術
舞台芸術 小論文 口頭試問

造形芸術 実技（デッサン）   ※1  口頭試問

文化・歴史 小論文 口頭試問

文化デザイン
10:30～

※2 プレゼンテーション

※1〔口頭試問〕

第１次審査に提出したポートフォリオの中から現物を持参すること。持参作品数は５点

までとする。また、平面作品は160cm×130cm（100号）以下、半立体・立体作品は３辺

合計150cm以下のサイズとし、口頭試問時に試験場まで自分が運べる作品であること。

※2〔プレゼンテーション〕

1.自己アピールのプレゼンテーション

『私の過去、現在、未来』というテーマで自分という人間を伝える。

過去－今までの経験、歩みなど。現在－今最も興味のある事柄、活動など。未来－大学

に入って取り組みたい「文化デザイン学科」での勉学、あるいは将来の夢などを簡潔に

まとめる。

・発表方法：パワーポイントによるプレゼンテーション

なるべく写真や画像などを用いて、視覚的にもわかりやすく、かつ独創性のある内容

にしてください。スライドの枚数は自由。内容もさることながら、スライドの構成や

デザイン、話し方も審査対象になります。原稿メモは準備しても構いませんが、基本

的には原稿を読まずに審査官の方を向いて話すこと。

動画や音声を挿入する場合は、ソフト環境が整ったご自身のパソコンをお持ちください。

(試験場のパソコンでは再生できない場合があります。）

審査・合格発表
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成果物や作品現物がある場合は、１、２点に絞って持ち込み可能とします。

(冒頭のスライドタイトルは『私の過去、現在、未来』、その下に氏名を書く。）

・発表時間：15分

・Ａ４用紙1枚のレジュメを作成

2.プレゼンテーションに続いて質疑応答、面接：20分～ 30分

3.パワーポイントデータ提出について

（提出期間：令和 4年10月12日（水）～ 10月21日（金）（締切日必着））

提 出 先：〒577-8502 東大阪市小若江３－４－１

　　　　　　　　　　　 近畿大学 文芸学部学生センター宛

第１次審査合格者は期日までに、パワーポイントのデータを記録媒体（ＣＤ、ＤＶＤまたは

ＵＳＢメモリ）に保存し、日本郵便のレターパックを用いて上記の提出先まで郵送してく

ださい。（締切日必着）

なお、動画ファイルや音声ファイルをパワーポイントに埋め込む場合は、パワーポイントのデー

タだけでなく、もともとの動画ファイルや音声ファイルのデータも一緒に郵送してください。

②試験場

東大阪市小若江３－４－１　近畿大学文芸学部（ＥキャンパスＡ館）

③第１次審査合格通知書に記載された日時・試験場に集合してください。

(4)第２次審査合格発表

第２次審査受験生全員に対して、受験ポータルサイト「ＵＣＡＲＯ」（https://www.ucaro.net/）

にて合否を発表します。ただし、インターネットに接続できない、または回線のトラブル等で

インターネットでの合格発表を見ることができないなどの理由があった場合でも入学手続期間

終了後に入学手続を行うことはできませんので注意してください。

合格者には、合格発表当日、本人宛に合格通知書とともに入学手続書類を速達郵便で発送します。

なお、学内掲示発表およびホームページによる合格発表はいたしません。

※合否等に関する電話その他による問い合わせには、一切応じられません。

12. 入学の取消・不許可

(1)令和5年3月31日までに高等学校もしくは中等教育学校を卒業（修了）見込みの者が卒業（修了）

できなかった場合は、理由のいかんにかかわらず入学は許可できません。

(2)出願確認票等に虚偽の事項を記載した者、または故意に事実をまげて記入されたと判明した

場合、入学手続完了後であっても入学を取消します。

13. 入学手続

合格者には、合格通知書および入学に必要な書類ならびに入学手続マニュアルを送付いたしま

す。所定の期間内に学費等納入金を銀行振込(電信扱いに限る)により納入し、入学に必要な関係

書類を大学に郵送し、インターネット入学手続を完了させてください。

手続期間を過ぎますと入学を許可いたしません。ご注意ください。

なお、一度受理した入学手続書類は、一切返還いたしません。

※第１次入学手続期間：令和 4年11月12日(土)～令和 4年12月22日(木)

　第２次入学手続期間：令和 4年11月12日(土)～令和 5年 2月17日(金)
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14. 学費等一覧表  
（単位：円）

費　　目 対　象
文芸学部

芸術学科 芸術学科以外
備考

(1)入学時納入金は、入学金、

授業料(前期分)、課外活動

育成費(前期分)、学生健保

共済会費の合計額です。

(2)表示額以外に校友会終身

会費30,000円が必要です

（入学年次に20,000円、最

終学年次に10,000円）。入

学後、校友会の準会員とな

り、卒業後、正会員になり

ます。

入　学　金 入学時のみ 250,000 250,000

授　業　料
(　)内前期納入分

１ 年 次
1,442,000
(721,000)

1,085,000
(542,500)

２ 年 次
1,472,000
(736,000)

1,105,000
(552,500)

３ 年 次
1,502,000
(751,000)

1,125,000
(562,500)

４ 年 次
1,532,000
(766,000)

1,145,000
(572,500)

課外活動育成費
(　)内前期納入分

毎 年 次
 20,000

(10,000)
20,000

(10,000)

学生健保共済会費 毎 年 次 6,500 6,500

初 年 度 年 間 納 入 金 1,718,500 1,361,500
２ 年 度 年 間 納 入 金 1,498,500 1,131,500
３ 年 度 年 間 納 入 金 1,528,500 1,151,500
４ 年 度 年 間 納 入 金 1,558,500 1,171,500

入 学 時 納 入 金 987,500 809,000

15. パソコンの必携化  

本学では、アドミッション・ポリシーに基づき令和 4年度新入生からノートパ

ソコンを必携化することにいたしました。今後ますます情報化が進む社会におい

て必要とされる人材となりうる学生を受入れ、育成する方針のもと、学生自身の

主体的で自由な学び、オンラインと対面を組み合わせた、いつでもどこでも学べ

る環境づくり、学習教材やレポート等のペーパーレス化を推進してまいります。

推奨するパソコンの性能要件等については、右のＱＲコードからご確認ください。

16. 入学辞退  

入学手続完了者が入学を辞退（学費返還を伴う）される場合は、合格通知書（入学に必要な書類

等）に同封いたします「入学手続きマニュアル」をご確認いただき令和5年3月31日（金）までに「入

学辞退に伴う学費返還の手続」を受験ポータルサイト「ＵＣＡＲＯ」にて行ってください。後日、

入学金（入学申込金）を除く学費等を返還します。

＜入学辞退（学費返還）に関する問い合わせ先＞　近畿大学 入学センター　TEL（06）6730-1124

17. 総合型選抜（ＡＯ入試）に関するお問い合わせ  

〒577-8502 東大阪市小若江３-４-１　近畿大学文芸学部学生センター　TEL(06)4307-3061

窓口受付時間：平　日　8：45〜18：30

　　　　　　　土曜日　8：45〜12：30

※休暇期間中は窓口受付時間が異なります。近畿大学ホームページをご確認ください。
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 交通案内18．
（文芸学部案内から）
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自 己 紹 介 書

志望学部　文芸学部 学科

フリガナ

姓

年 月 学  歴 ・ 職  歴（各別にまとめて書く）

滞在・居住先国名 期　　　　　間 目的（留学の場合は派遣団体）

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

年    月 ～　　年    月

年    月 ～　　年    月

年    月 ～　　年    月

年    月 ～　　年    月

年    月 ～　　年    月

年 　か月

年 　か月

年 　か月

年 　か月

年 　か月

帯同者

名

氏

名

専攻 コース

1．学歴等を記入してください。

2．日本国外の滞在・居住先（観光旅行は除く）

（高校入学から順に現在までの学歴）（予備校、大学、各種専門学校を含む）を記入してください。）
（所在地：国内は都道府県、海外は国、州を記入してください。）

〈 裏 面もあります 〉

様式1
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年   月 ～　年   月

年   月 ～　年   月

年   月 ～　年   月

年   月 ～　年   月

年    月

年    月

年    月

年    月

3．自己評価の対象となる活動・資格・能力等について具体的に記入してください。
⑴　実績記録：別添資料がある場合は、右端の資料番号欄と該当する資料に同一番号を記入してください。

A  学校その他の団体等における主な活動歴

B  各種競技・コンクール・展覧会・懸賞論文等の参加歴

期 間

年 月 競 技 ・ 大 会 等 名年齢 主 催 機 関 名 成績結果・公式記録

団 体 等 組 織 名 担 当 の 役 割 等 資料番号

資料番号

年    月

年    月

年    月

年    月

C  資格・検定等の取得

年 月

D  上記以外の実績、成果

資 格 ・ 検 定 等 の 名 称年齢 主 催 機 関 名 資 格 ・ 検 定 級 位 資料番号
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志望理由書

文芸学部　学 科

志望理由、入学後の目標などを1200字以内で書いてください。

専 攻

コース

氏 名
フリガナ

（志望学部　学科・専攻・コース）

5

5

10

15

10

様式2－ ①
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氏 名
フリガナ

5

5

10

15

20

10

様式2－②

− −16





氏 名
フリガナ

5

5

10

15

20

10

様式2－③
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氏 名
フリガナ

5

5

10

10

様式2－④
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近畿大学 文芸学部
〒577–8502 東大阪市小若江 3 − 4 − 1

　  　TEL（06）4307–3061
　  　FAX（06）6721–6630


